
特集 閉校「ありがとう、いつまでも忘れない」

御祓小学校の閉校式の様子。児童全員で制作した
縦４㍍、横6㍍の書道作品が披露されました。
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御
祓
小
学
校

［特集］  ありがとう、いつまでも忘れない

あ
り
が
と
う
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
学
校

　

御
祓
小
学
校（
津
國
巳み

よ

こ
代
子
校

長
、
児
童
13
人
）
は
明
治
10
年
に

瓊た
ま
し
き敷
小
学
校
と
聚し

ゅ
う
せ
い星
小
学
校
と

し
て
創
立
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
学
校
で
、
日
本
の

棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
泉
谷
の
棚

田
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

そ
の
棚
田
で
昔
な
が
ら
の
米
作
り

を
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
美
し
い
風
景
と
地

域
の
人
た
ち
の
愛
情
に
包
ま
れ
、

多
く
の
人
材
を
育
み
、
こ
れ
ま
で

１
８
６
０
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い

　

同
校
の
閉
校
記
念
式
典
は
３

月
23
日
に
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職

員
、
保
護
者
、
地
元
住
民
な
ど
約

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
津
國
校
長
が「
御
祓

地
区
の
自
然
と
人
情
が
子
ど
も

た
ち
の
感
性
と
思
い
や
る
気
持
ち

を
豊
か
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
校
訓
の『
ま
こ
と
』の
精
神
を

胸
に
刻
ん
で
、
力
強
く
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

全
校
児
童
が
、
学
校
の
思
い
出
を

写
真
と
詩
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
会
場
後
方
の
縦
４
㍍
、
横

６
㍍
の
幕
が
下
ろ
さ
れ
、「
あ
り

が
と
う
、い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
つ
づ
っ
た
書
道

作
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
大
き

な
作
品
に
、
参
加
者
か
ら
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
式
の

最
後
に
津
國
校
長
か
ら
内
子
町
役

場
総
務
課
西
澤
美よ

し
お男
課
長
へ
校
旗

が
返
納
さ
れ
、
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
。
式
終
了
後
、
閉
校
記
念
碑
の

除
幕
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で

１
３
７
年
に
及
ぶ
校
史
の
終
わ
り

を
見
届
け
ま
し
た
。

　親子と孫の３世代が御祓小学校
の卒業生で、一緒に閉校式に関わ
ることができました。自分たちも
小学生の頃にした稲作体験は、御
祓地区を支える農業を体感し、地
域の人たちと親睦を深める大切な
行事だったと思います。
　地域と深いつながりのある学校
がなくなることで、過疎化と高齢
化が進むのではないかと不安と寂
しさを感じます。３世代が通った
学校なので、閉校は残念です。

　子供の将来を考えたら統合する
ことは仕方がないと思いますが、
母校がなくなることは悲しいで
す。一輪車の演技を運動会で行う
ことが、昔から受け継がれてきた
御祓小学校の伝統です。乗れるま
で、転んでも転んでも必死に一輪
車に挑戦する姿を見ると、親とし
て感激します。統合することで一
輪車の伝統もなくなりますが、子
どもたちには御祓小の伝統を誇り
に頑張ってほしいです。

　御祓小学校での思い出は、いっ
ぱいあります。中でも棚田の稲作
体験はとても楽しかったです。地
域の人たちのお陰で、さまざまな
経験ができました。本当にありが
とうございます。楽しい思い出が
詰まった母校なので、閉校になる
ことは悲しいです。後輩たちには
天神小学校に行ってもチーム御祓
を忘れずに、仲良く楽しい学校生
活を送ってほしいです。僕も中学
校で頑張ります。

上岡　豊
とよあき

秋さん（67）＝谷＝ 上岡　豊
とよかず

和さん（35）＝谷＝ 上岡　豊
とよき

季くん（12）＝谷＝

３世代で関わった閉校式 継がれてきた一輪車の伝統 思い出いっぱいの御祓小学校

1_御祓小での思い出を大きな声で発表した「児童の言葉」　2_津國
校長から西澤総務課長へ校旗が返納された　3_恩師たちも駆け付
け、児童の会話も弾む　4_ ３月21日に卒業証書授与式が行われ、
３人が卒業証書を受け取った　5_御祓小学校に関する資料が保管
されている「まこと館」　6_津國校長による学校長式辞

　天神小学校では全校生徒を班に分けて一緒
に学んだり、遊んだりする「太陽の子グループ」
があります。だから違う学年の子たちとも仲良
しです。一緒に活動して、御祓小学校から来る
みんなとも仲良くなれればいいですね。僕は御
祓地区のことを知らないので、棚田の体験のこ
となど、たくさん教えてほしいです。大人数な
ので初めて会う子も多いと思いますが、一緒に
学校生活を楽しんで友達になりましょう。

　御祓小学校と統合されることで、互いにとって人間関係が広が
り、今まで以上の経験を積むことができると思います。複式学級で
授業をしてきた御祓小学校の子どもたちにとって、大人数で勉強す
ることに戸惑うかもしれません。一緒に学習していけば適応できる
と思いますので、今までと同じ気持ちで学校生活を送ってほしいで
す。天神小学校の子どもたちは新たに友達が増えることで互いに高
め合うことができますし、御祓地区との交流ができるようになりま
す。この新しい風が入ってくることは天神小学校にとってもうれし
いことです。４月から一緒に頑張りましょう。

25年度天神小学校

大宇根秀
ひ で お

夫校長（57）
岡田　周

しゅう

くん（11）
＝西沖＝

1_毎年みんなで歩いた棚田への道　2_雲海を背景に「ふるさとＣＭ大賞」応募作品の撮影　3_運動会で一輪車の上達ぶりを披露
閉校記念碑の前で記念撮影　→

１

２

３

３ １２

４６

５

美
し
い
景
色
と
地
域
の
愛
情
に
包
ま
れ
、
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

御
祓
小
学
校
の
思
い
出
と
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
刻
み
、
巣
立
ち
ま
す
―
―
。

閉校準備委員会
委員長 ＰＴＡ会長 児童代表

たくさん友達を作って、互いに
高め合ってほしい

学年の違う子たちとも

仲良くなりたい

天神小学校からのメッセージ

ありがとう御祓小学校
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　 参川小学校
「夢」「出逢い」「笑顔」ありがとう

学
校
と
幼
稚
園
で
つ
く
っ
た
思

い
出
を
た
く
さ
ん
の
人
に
語
り

継
い
で
く
だ
さ
い
。
新
た
な
学

校
に
行
っ
て
も
、
地
域
の
人
た

ち
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
心
が

け
、
参
川
地
区
を
元
気
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
参
加
者
が
見
守
る
中
、

永
居
泰た

い
せ
い成
く
ん
か
ら
稲
田
繁

し
げ
る

副
町
長
へ
校
旗
が
返
納
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
校
歌
を
出
席

者
全
員
で
斉
唱
。
参
川
小
学
校

で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
最
後
の
校
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
、
松
山
市
在

住
の
佐
藤
昴こ

う
じ蒔

さ
ん
が
子
ど
も

た
ち
と
協
力
し
て
作
曲
し
た
閉

校
記
念
ソ
ン
グ「
あ
り
が
と
う 

さ
よ
う
な
ら 

さ
ん
か
わ
」
な

ど
を
歌
う
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
開
か

れ
ま
し
た
。
同
小
学
校
や
地
域

へ
の
感
謝
を
詩
に
ま
と
め
た
曲

で
、
佐
藤
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち

は
、
地
域
や
学
校
へ
の
気
持
ち

を
込
め
な
が
ら
歌
い
、
閉
校
に

華
を
添
え
ま
し
た
。
続
い
て
閉

校
記
念
碑
の
除
幕
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。
小
田
太
鼓
集
団「
喜

鼓
里
」
に
よ
る
演
奏
の
後
、
関

係
者
に
よ
る
除
幕
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
川
幼
稚
園
も
一
緒
に
閉
園

　

参
川
小
学
校
と
同
じ
敷
地
で

59
年
の
間
、
幼
児
教
育
を
行
っ

て
き
た「
参
川
幼
稚
園
」（
松
岡

誠
一
郎
園
長
・
園
児
９
人
）は

参
川
小
学
校
と
同
日
に
閉
園
し

ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
幼
稚
園
の
園
歌

を
小
学
生
と
一
緒
に
大
き
な
声

で
斉
唱
し
、
会
場
か
ら
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
小

学
校
同
様
、
幼
稚
園
に
も
閉
園

記
念
碑
が
作
ら
れ
、
参
加
者
が

見
守
る
中
、
除
幕
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
小
田
小
・

中
学
校
横
に
新
園
舎
が
建
設
さ

れ
た「
小
田
幼
稚
園
」
に
統
合

さ
れ
ま
す
。

「小さな 瞳の森 さんかわ」と刻まれた記念碑の前で

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕

　

小
田
川
の
上
流
部
に
位
置
す

る
参
川
小
学
校（
松
岡
誠せ

い
い
ち
ろ
う

一
郎

校
長
、
児
童
26
人
）
は
明
治
７

年
に
創
立
。
今
生
学
校
、
有
鄰

学
校
、
開
成
学
校
と
し
て
開
校

し
た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
校

訓
は「
進
ん
で
学
ぶ
子 

が
ん

ば
る
子
／
み
ん
な
で
伸
び
る
子  

明
る
い
子
／
ゆ
め
を
え
が
く
子

や
さ
し
い
子
」。
学
校
で
学
ぶ
こ

と
で
素
晴
ら
し
い
人
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

閉
校
記
念
ソ
ン
グ
を
作
成

　

参
川
小
学
校
・
幼
稚
園
の
閉

校
式
は
３
月
23
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
児
童
や
教
職
員
、
地
元

住
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
見
守

る
中
、
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
で
は
松
岡
校
長
が「
参
川

小
学
校
と
幼
稚
園
が
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、

　学校は地域の伝統や歴史が詰
まった、地域を象徴する施設で
す。昔から互い支え合いながら活
動してきました。地域内での交流
の機会も減ると思うと寂しいで
す。「参川」は地域名や自治会名に
使われていません。学校がなくな
ることで「参川」が忘れられるの
ではと不安に感じています。住民
みんなが参川を語り継いでいかな
いといけないと思います。

　児童数が少なくなってきて、体
育などの授業に人が不足している
と感じていました。統合すること
で友達が増え、お互いを高め合う
きっかけになってほしいです。保
護者を中心に「参川おやじおふく
ろの会」を立ち上げて、この1年
間子どもたちと一緒に活動してき
ました。参川小学校最後の年に子
どもたちと一緒に思い出をつくれ
てうれしかったです。

　保護者の人たちが「参川おやじ
おふくろの会」を作って、稲作体
験や川遊びなどで自分たちを楽し
ませてくれました。また児童全員
で遊ぶ「全校ゲーム」はとても面
白かったですが、統合後はできな
いと考えると悲しいです。参川小
学校が大好きなので、参川小学校
で卒業したかったです。小田小学
校ではたくさん友達をつくって、
みんなで楽しく遊びたいです。　

門田求
もとむ
さん（72）＝上川西＝ 山本勝

かつとし

利さん（47）＝上川中＝ 高本達
たつや

也くん（11）=中川西=

「参川」を忘れないで 最後の1年間で思い出づくり 参川小学校で卒業したかった

1_閉校記念碑を囲んで　２ _「参川おやじおふくろの会」主催の川遊び　３ _地域の祭りなどに学校で参加するなど、地域とのつながりを大切
にしている参川小学校　4_第3888号の卒業証書を手にする中村真衣さん　5_校旗を返納する永居泰成くん　6_多くの人が母校との別れを
惜しんだ　7_閉校記念碑の除幕　8_閉校記念ソングを歌う佐藤昴蒔さんと児童たち

４

２

３

５７

６８

閉校準備委員会
委員長 ＰＴＡ会長 児童代表

１ありがとう参川小学校

式
辞
を
述
べ
る
松
岡
誠
一
郎
校
長

創立140年の歴史の中で、3,888人の卒業生を送り出してきた参川小学校。
学校への感謝の思いを閉校記念ソングに――。
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　  田渡小学校
町内で最も児童数が少ない小学校。
子どもたちの地域や学校への感謝の気持ちが伝わる、温かな閉校式。

一番小さな学校の一番元気な閉校式、ありがとう――。

農
業
を
通
し
て
地
域
と
繋
が
る

　

田
渡
小
学
校（
井
伊
重し

げ
あ
き昭
校

長
・
児
童
９
人
）は
砥
部
町
と

と
の
境
に
近
い
上
田
渡
地
区
に

あ
る
内
子
町
内
で
最
も
児
童
数

の
少
な
い
学
校
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
同

校
で
は
、
農
業
体
験
を
授
業
の

一
環
で
行
っ
て
い
ま
す
。
里
い

も
や
ソ
バ
の
他
に
、
モ
ミ
種
か

ら
育
て
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

米
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を

地
域
の
人
の
協
力
を
受
け
な
が

ら
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
強
く
正
し
く
朗
ら
か
に
」を

校
訓
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
し
て
き
た
同
学
校
か
ら
は

６
２
２
人
の
児
童
が
卒
業
し
て

い
き
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
に
感
謝
を
こ
め
て

　

田
渡
小
学
校「
閉
校
記
念
式
」

は
３
月
23
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
児
童
や
保
護
者
、
卒
業
生

な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

今
、
旅
立
ち
の
と
き

　

４
月
か
ら
御
祓
小
学
校
は
天

神
小
学
校
に
、
参
川
、
田
渡
の

両
校
は
小
田
小
学
校
と
し
て
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

学
校
と
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て

築
い
て
き
た
伝
統
は
、
閉
校
式

に
参
加
し
た
多
く
の
人
た
ち
の

胸
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
愛
さ
れ
た
学
校
が
な

く
な
る
の
は
寂
し
い
こ
と
で
す

が
、
地
域
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

い
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
元
気
な
姿
は
、
地

域
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
気
持

ち
で
見
守
り
、
支
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
誇
り
と
思
い
出
を
胸

に
、
旅
立
ち
ま
す
。

新しい校舎で待ってまーす

46
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。

　

式
典
の
前
に
、
閉
校
記
念
碑

の
除
幕
式
が
開
か
れ
、
参
加
者

が
見
守
る
中
、
記
念
碑
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
最
初

に
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
宮

岡
城じ

ょ
う
す
け介
く
ん
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
井
伊
校
長

の
式
辞
で
は「
新
た
な
学
校
に

行
っ
て
も
、
夢
と
仲
間
、
あ
き

ら
め
な
い
心
を
大
切
に
し
、
田

渡
っ
子
と
し
て
自
信
を
も
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
子
ど

も
た
ち
を
応
援
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
校
旗
が
井
伊
校
長
か
ら

稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
へ
返
納
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
、
全
校
児

童
に
よ
る「
あ
り
が
と
う
集
会
」

が
開
か
れ
、
児
童
に
よ
る
田

渡
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
や
俳
句
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。「
べ
ん
強
を

す
す
ん
で
す
る
子
春
陽
さ
す
」

（
宮
岡
萊ら

む夢
さ
ん
、同
小
２
年
）、

「
友
だ
ち
を
１
０
０
人
つ
く
り

た
い
春
の
風
」（
福
岡
省し

ょ
う
ご吾

く

ん
、
同
小
３
年
）な
ど
、
学
校
で

の
思
い
出
や
新
し
い
学
校
で
の

決
意
な
ど
が
こ
も
っ
た
俳
句
が

披
露
さ
れ
、
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　以前から統廃合されるのではな
いかと話題になっていたので、大
きな抵抗はなかったと感じまし
た。ただ独居老人の家に子どもた
ちが訪問する活動などを行ってい
たので、閉校になり残念と言って
いた地域の人が多かったです。小
田小学校は生徒が多く新校舎に
なったので、良い環境で学習でき
ると思います。競争しながら、素
晴らしい人になってほしいです。

　母校が無くなることは残念です
が、子どもたちの成長や将来を考
えると仕方ないと思います。　
　稲作体験では、子どもたちが苗
や田の様子を毎日観察していま
した。農家が少なくなり農業を知
らない子どもたちが増えているの
で、貴重な体験になったと思いま
す。地域の人たちとの思い出や教
えを胸に、新しい学校でも頑張っ
てください。

　田渡小学校では運動会やスキー
教室などさまざまな思い出があり
ました。地域の皆さんが協力して
くれて貴重な体験ができたと思う
ので、とても感謝しています。田
渡小学校が閉校すると、地域の皆
さんとの活動ができなくなり寂し
いです。小田小学校に行ったらた
くさんの子と友達になって、勉強
とスポーツで１番になれるよう頑
張りたいです。

上田忠
ただのり

典さん（66）＝中田渡１＝ 寺岡和
かずいち

一さん（47）＝中田渡２＝ 福岡涼
りょうと

翔くん（11）=吉野川=

子どもたちの未来に期待 農業の大変さを学べた 小田小学校で１番になりたい

1_田渡小学校最後の児童となる９人。閉校記念碑の前で　2_地域の人たちと一緒に競い合った「運動会」　3_恒例のスキー教室。たくさん
滑っているのでみんな上手です　4_稲作体験は苗作りから。地域の人たちや国際交流協会、大洲農業高校も一緒に参加する一大イベント

1_閉校式の参加者全員で記念撮影　2_「あ
りがとう集会」では児童全員が、新天地での
決意を俳句にして発表した　3_それぞれの
思い出を胸に、最後の校歌を歌う　4_田渡っ
子ソーランを踊る児童の元気な姿が、式典を
盛り上げた　5_最後の卒業生となった宮岡
城介君。閉校式を終えて晴れ晴れとした表情

３

１

２

１２

３

４

４５

田渡小学校
教育後援会会長 保護者代表 児童代表

ありがとう田渡小学校

式
辞
を
述
べ
る
井
伊
重
昭
校
長
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